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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期
第３四半期
連結累計期間

第40期
第３四半期
連結累計期間

第39期

会計期間
自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年１月１日
至 平成25年12月31日

売上高 (百万円) 13,380 15,489 18,505

経常利益 (百万円) 1,670 1,997 2,422

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,087 1,261 1,449

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,234 1,664 4,950

純資産額 (百万円) 41,362 44,049 43,084

総資産額 (百万円) 53,042 56,213 55,411

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 45.85 54.25 61.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 41.00 45.65 54.06

自己資本比率 (％) 74.2 74.4 73.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 707 1,257 1,649

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △7,057 △2,770 △7,497

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 5,364 △699 5,363

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 7,847 6,245 8,438
 

 

回次
第39期
第３四半期
連結会計期間

第40期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 16.60 19.67
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。
２．売上高には消費税等は含まれておりません。
３．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま
す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国の景気拡大が継続する一方で、欧州地域は回復の兆しがあ

るものの地政学的リスクやデフレ懸念の増大により依然不安定な状況にあり、新興各国の経済成長は継続している

ものの以前の力強さは見られず先行きの不透感が増加しております。わが国経済においては、消費税増税による消

費の落ち込みからの回復が期待より遅れており、輸出企業の好調や雇用環境の改善は見られるものの、足元での急

激な円安による輸入品の値上がりや消費税増税への不安などが消費活動に影響する事が懸念され回復基調の継続性

はなお不透明であります。

このような経営環境の中、当社製品関連分野では、引き続きＬＥＤ照明関連製品が好調に推移し、空調、サニタ

リーを始めとする家電向けセンサ製品も堅調でありました。また、自動車業界においても各社が好調であるのに伴

い当社センサ製品の出荷も堅調に推移いたしました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は15,489百万円（前年同期比15.8％増加）となり

ました。利益面は、売上高が増加したことから営業利益は1,657百万円（前年同期比21.3％増加）、経常利益は受取

利息や為替差益などの収入により1,997百万円（前年同期比19.6％増加）、四半期純利益は1,261百万円（前年同期

比15.9％増加）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ494百万円増加し42,455百万円となり

ました。その主な要因は、現金及び預金が有価証券や投資有価証券の償還などにより2,940百万円増加したこと、売

上の増加により受取手形及び売掛金が505百万円増加したこと、有価証券が償還などにより3,273百万円減少したこ

となどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ308百万円増加し13,758百万円となりました。その主な要因は、第１四半期

連結会計期間における不動産購入や生産設備増設などの結果、有形固定資産が1,212百万円増加したこと、同じく第

１四半期連結会計期間において投資信託の解約などにより投資有価証券が810百万円減少したことなどによります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ163百万円減少し12,164百万円となりました。その主な要因は、設備関係支

払手形が136百万円減少したことなどによります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ965百万円増加し44,049百万円となりました。その主な要因は、利益剰余

金が四半期純利益などにより563百万円増加したこと、為替換算調整勘定が318百万円増加したことなどによりま

す。
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(3) キャッシュ・フローについての分析

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前四半期純利益1,950百万円などのキャッシュ増

加要因がありましたが、売上債権の増加額462百万円、法人税等の支払額796百万円などのキャッシュ減少要因によ

り1,257百万円の収入（前年同四半期707百万円の収入）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、有価証券の償還による2,000百万円の収入や、投資有価証券

の売却による825百万円の収入、定期預金の純増による3,944百万円の支出、不動産購入や生産設備導入など有形固

定資産の取得による2,018百万円の支出などにより2,770百万円の支出（前年同四半期7,057百万円の支出）となりま

した。

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当社による配当金の支払額696百万円などにより699百万円

の支出（前年同四半期5,364百万円の収入）となりました。

以上の項目に換算差額を調整した結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は2,192百万円

減少し6,245百万円（前年同四半期7,847百万円）となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は179百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(6) 主要な設備

前連結会計年度末において計画中でありました、当社東京営業所及び賃貸ビルの購入につきましては、平成26年

７月に完了しております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,312,402 26,312,402
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数　100株

計 26,312,402 26,312,402 ― ―
 

(注) 「提出日現在発行数」欄には、平成26年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年７月１日～
平成26年９月30日

― 26,312,402 ― 10,241 ― 11,854
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　 3,062,800 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　23,218,500 232,185 ―

単元未満株式 普通株式　　　31,102 ― ―

発行済株式総数 26,312,402 ― ―

総株主の議決権 ― 232,185 ―
 

　

② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

日本セラミック㈱ 鳥取県鳥取市広岡176番地17 3,062,800 ― 3,062,800 11.64

計 ― 3,062,800 ― 3,062,800 11.64
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 26,832 29,773

  受取手形及び売掛金 4,212 4,718

  有価証券 3,787 514

  たな卸資産 6,596 6,736

  繰延税金資産 196 260

  その他 337 453

  貸倒引当金 △0 △0

  流動資産合計 41,961 42,455

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,331 6,007

   機械装置及び運搬具（純額） 2,268 2,321

   土地 2,727 3,217

   建設仮勘定 22 2

   その他（純額） 156 168

   有形固定資産合計 10,506 11,718

  無形固定資産   

   土地使用権 657 655

   その他 9 8

   無形固定資産合計 667 663

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,112 1,301

   出資金 74 57

   長期貸付金 145 115

   繰延税金資産 3 3

   その他 171 101

   貸倒引当金 △229 △202

   投資その他の資産合計 2,276 1,376

  固定資産合計 13,449 13,758

 資産合計 55,411 56,213
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,824 2,786

  設備関係支払手形 166 30

  未払金 336 331

  未払法人税等 388 317

  賞与引当金 11 84

  役員賞与引当金 20 11

  その他 262 245

  流動負債合計 4,010 3,808

 固定負債   

  新株予約権付社債 8,034 8,028

  退職給付引当金 187 219

  繰延税金負債 74 70

  その他 20 36

  固定負債合計 8,317 8,355

 負債合計 12,327 12,164

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,241 10,241

  資本剰余金 12,033 12,034

  利益剰余金 20,089 20,653

  自己株式 △4,278 △4,276

  株主資本合計 38,086 38,652

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 176 186

  為替換算調整勘定 2,659 2,977

  その他の包括利益累計額合計 2,836 3,164

 新株予約権 39 36

 少数株主持分 2,121 2,195

 純資産合計 43,084 44,049

負債純資産合計 55,411 56,213
 

 

 

EDINET提出書類

日本セラミック株式会社(E01988)

四半期報告書

 9/17



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 13,380 15,489

売上原価 10,438 11,994

売上総利益 2,941 3,495

販売費及び一般管理費 1,575 1,837

営業利益 1,366 1,657

営業外収益   

 受取利息 213 247

 受取配当金 11 13

 為替差益 13 29

 貸倒引当金戻入額 62 30

 その他 32 74

 営業外収益合計 334 395

営業外費用   

 持分法による投資損失 3 14

 社債発行費 15 -

 売上債権売却損 10 10

 その他 1 31

 営業外費用合計 30 56

経常利益 1,670 1,997

特別利益   

 固定資産売却益 - 0

 新株予約権戻入益 - 1

 特別利益合計 - 1

特別損失   

 固定資産売却損 0 0

 固定資産除却損 0 15

 減損損失 71 -

 役員退職慰労金 - 32

 特別損失合計 71 47

税金等調整前四半期純利益 1,598 1,950

法人税、住民税及び事業税 571 734

法人税等調整額 △57 △73

法人税等合計 513 660

少数株主損益調整前四半期純利益 1,085 1,290

少数株主利益 △2 29

四半期純利益 1,087 1,261
 

 

EDINET提出書類

日本セラミック株式会社(E01988)

四半期報告書

10/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,085 1,290

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 188 9

 為替換算調整勘定 1,950 362

 持分法適用会社に対する持分相当額 9 1

 その他の包括利益合計 2,149 373

四半期包括利益 3,234 1,664

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,975 1,589

 少数株主に係る四半期包括利益 258 74
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,598 1,950

 減価償却費 699 770

 減損損失 71 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △53 △27

 賞与引当金の増減額（△は減少） 66 73

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3 △8

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 26 30

 受取利息及び受取配当金 △225 △261

 固定資産売却損益（△は益） 0 △0

 固定資産除却損 0 15

 為替差損益（△は益） △54 △12

 持分法による投資損益（△は益） 3 14

 売上債権の増減額（△は増加） 67 △462

 たな卸資産の増減額（△は増加） △313 △60

 仕入債務の増減額（△は減少） △399 △80

 その他 △102 △126

 小計 1,381 1,814

 利息及び配当金の受取額 133 239

 補助金の受取額 16 -

 法人税等の支払額 △824 △796

 営業活動によるキャッシュ・フロー 707 1,257

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △18,084 △26,167

 定期預金の払戻による収入 11,849 22,223

 有価証券の取得による支出 △287 -

 有価証券の売却による収入 - 336

 有価証券の償還による収入 287 2,000

 有形固定資産の取得による支出 △839 △2,018

 有形固定資産の売却による収入 0 0

 無形固定資産の取得による支出 △2 △1

 投資有価証券の売却による収入 - 825

 その他 19 30

 投資活動によるキャッシュ・フロー △7,057 △2,770

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 新株予約権付社債の発行による収入 8,040 -

 ストックオプションの行使による収入 - 2

 自己株式の取得による支出 △1,874 △0

 自己株式の売却による収入 0 -

 配当金の支払額 △732 △696

 少数株主への配当金の支払額 △65 △1

 その他 △2 △2

 財務活動によるキャッシュ・フロー 5,364 △699

現金及び現金同等物に係る換算差額 140 19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △845 △2,192

現金及び現金同等物の期首残高 8,692 8,438

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  7,847 ※  6,245
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【注記事項】

(追加情報)

(法人税率の変更等による影響)

平成26年３月31日に「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が公布され、平成26年４月１

日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課税されないことになりました。これに伴い、平成27年１月

１日に開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異については、繰延税金資産および繰延税金負債を

計算する法定実効税率が従来の37.8％から35.4％に変更になります。

なお、この税率変更に伴う影響は軽微であります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金勘定 25,818百万円 29,773百万円

有価証券勘定 3,254 514

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △19,225 △24,041

預入期間が３ヶ月を超える譲渡性預金 △2,000 －

現金及び現金同等物 7,847 6,245
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月８日
取締役会

普通株式 733 30 平成24年12月31日 平成25年３月13日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成25年４月８日開催の取締役会決議に基づき、平成25年４月９日に自己株式1,200,000株を1,874百

万円で取得いたしました。この取得などにより、当第３四半期連結会計期間末の自己株式は3,064,380株、4,278

百万円となりました。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年１月20日
取締役会

普通株式 697 30 平成25年12月31日 平成26年３月13日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日)

当社グループは、電子部品及びその関連製品の研究開発、製造並びに販売を主たる目的とした単一事業である

ため、セグメントの記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日)

当社グループは、電子部品及びその関連製品の研究開発、製造並びに販売を主たる目的とした単一事業である

ため、セグメントの記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 45円85銭 54円25銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 1,087 1,261

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,087 1,261

普通株式の期中平均株式数(千株) 23,728 23,248

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 41円00銭 45円65銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(百万円) △2 △3

(うち社債発行差金の償却額(税額相当額控除後)
(百万円))　　　　　　　　　　　　 (注)

（△2） （△3）

普通株式増加数(千株) 2,750 4,295

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 社債額面金額よりも高い価額で発行したことによる当該差額に係る償却額(税額相当額控除後)であります。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 
 

EDINET提出書類

日本セラミック株式会社(E01988)

四半期報告書

16/17



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月12日

日本セラミック株式会社

取締役会 御中

 

優成監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   鶴  見      寛      印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   陶  江      徹      印

 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   柴  田    直  子   印

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本セラミック

株式会社の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年７月１日か

ら平成26年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本セラミック株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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